
天

文

サ

コ
一
年

年
頭
之
刷
儀
退
而
可
-一申
入
一候。

就
=
愛
許
之
儀
一
態
被
ν
差
z
越
御
飛
脚
一
候
。
御
懇
之
俵
投
入
存
候
。

初

御
新
稽
之
御
各
教
被
v

懸
=
御
意
一候
。
目
出
度
令
-
-
頂
戴
-候
。
随
而
奮

AJ
常
同
牢
人
雌
=出
張
候
一
及
=
不
慮
之
一
戦
-
即
時
切
断
、
早
速
無
事

之
姿
候
之
僚
、
乍
ν
恐
可
=仰
心
安
一
候
。
始
末
自
=
紹
予
申
入
候
由
候

問
、
不
ν
能
=
再
辿
一候
。
努
期
-
-
来
信
之
時
一
候
。
恐
懐
諒
一
言
。

(
天
文
廿
三
年
)

二
月
十
四
日

続

也
市

在
中IJ

五
六
一
ム
ハ

者
去
年
賀
借
御
懇
之
儀
、

一
段
大
陸

-T被
ν

存
侠
問、

御
本
寺
ね
暇

、J悩端v"

梨
耕
施
品
世

金字
報

御
申
御
下
著
、
御
門
徒
衆
ね
も
御
見
参
候
而
、
嘗
閣
之
中
何
方
へ

成

共
御
居
住
可
v
鴛
=
簡
要
一候
。
縦
於
-
-
世
間
一
表
裏
之
者
.
何
篇
之
儀
を

(
長
尾
鷲
防
)

申
趨
候
共
.
少
閑
覚
悟
一

日
一
被
=
承
分
一
上
ぺ
別
保
之
儀
有
ν

之
間
敷

(
御
)

候
。
貴
寺
御
刷
故
、
加
州
小
山
之
御
坊
主
様
、
路
次
之
往
還
御
持
浦

足
被
ν
符
候
問
.
必
十
御
下
関
候
ハ
て
少
弼
御
封
談
可
ν
被
ν
申
候
。

左
様
に
候
得
者
.
御
門
徒
御
繁
昌
可
v

有
ν
之
候
。
猫
安
元五回
-R

馳
走

可
ν
申
候
問
‘
少
も
御
疑
心
有
ν
之
間
放
、
E
制
之
段
御
向
指
可
ν
有
=
御

口
上
一
候
間
令
=
省
略
-候
。
恐
h
k

謹一言。庄
悶
組
左
衛
門

(天
文
廿
三
年
)

三
月
十
三
日

定

ロ民
ム'-l

tモ
~òリ

qd
肌
ト
「
'
己、

-z一'h
H
U

川
U
4
プ
正
J
dH
r
n
4

。一小

(
上
包
)

梨

赫

庵

参

重季
報

積

一
周
十
三
日
。
長
尾
景
虎
、
加
賀
御
山
に
至
h
J
て
そ
の

上
洛
の
途
を
聞
か
し
む
る
に
霊
力
せ
る

信
濃
笠
原
本
誓

寺
超
賢
の
功
を
賞
し
て
越
後
に
移
住
を
糊
h
u
o

【
本
脊
寺
文
書
】

越
後

一
三
五
六

態
令
=
啓
入
一
候
。

仰
而
去
年
景
虎
上
治
之
刻
.
於
-
一
三
閣
一途
-
-
商
談
一
極

k

御
懇
意
本
望
至
極

ニ
存
候
。
殊

=
加
州
上
下
路
女
体
ひ
、
無
ヨ
相

達
一
被
v

成
=
仰
案
内
者
一
候
。

向
後
之
儀
も
御
馳
走
可
ν
被
=
頼
入
一
候
然

を
場
ぐ
。
〉

六
刃
三
十
日
。
能
登
守
護
畠
山
義
綱
の
被
官
卒
斐
知
、

山
城
東
踊
寺
栗
腕
庵
が
去
年
の
錯
乱
に
就
き
書
を
奥
へ

に
る
に
ル
ム
ロ
ふ
。

!lr 
城，

【
梨
腕
施
文
書
】

御
札
木
監
此
事
候
。
如
ν
仰
去
年
者
.
蛍
閣
不
慮

=…雌
v
及
=
錯
飢
一候
へ

早
速
賢
一
静
雄
一
公
私
大
陸
不
v

過
ν
之
候。

例
而
扇
子
五
本
被
ν
懸
=御

意
-
候
。
投
悦
之
至
候
。
随
而
御
庵
領
之
義
、
柳
疎
意
無
ν
之
儀
候
。
就

中
雑
草
在
進
候
一
青
銅
百
疋
進
入
候
。
併
表
=祝
儀
一計
候
。
狛
重
市
可
=

申
入
一
候
。
恐
k

謹
言
。

(
天
文
廿
三
年
)

六

月

晦

日

栗
材
料
庵

一
三
五
七

尭

女n

在
中l

貴
報

〔
上
包
)

巣

耕

庵

卒
新
左
衛
門
尉

尭

知

貴
報

〈
本
文
書
を
加
能
越
古
文
叢
に
天
文
十
七
年
か
と
す
る
も
の

は
非
友
る
べ
し
。
)

5L. 

治

年

丸J

本

庄

入

道

t安

乞b
刀可

在
ーI，IJ

本

替

学F
参
御
同
病
中

(
天
文
廿
一

年
四
月
四
日
の
依
参
照
。
と
の
後
超
賢
は
寺
を

越
後
春
日
山
の
東
陀
建
し
、
氷
誠
元
年
七
月
十
日
選
僻
式

天
文
廿
四
年

弘

治

元

年

欧十乙

元i卯

日

紀
フじ

五

八
日
十
四
日
。
朝
倉
義
景
、
鳥
居
奥

一
左
衛
門
に
、
そ

の
江
沼
郡
に
於
け
る
戦
功
を
賞
す
。

【
鳥

居

文

書

】

一

三

五

八

去
月
廿
五
日
.加
賀
閣
於
=
江
沼
郡
一
合
戦
之
時
.
被
=
切
庇
一
ケ
所
一
忠

節
紳
妙
、
繭
可
v
抽
=戦
功一
者
也
。
恐

h
A

謎
言
。

(
弘
治
元
年
)

八
月
十
四
日

(興
一
定
衛
門
尉
カ
)

鳥

居

与

一
股

(
制
倉
議
長
)

f

1
 

4
4

止す

O 

【
鳥

居

文

書

】

一
三
五
九

去
月
十
七
日
.
加
賀
閤
於
=
江
沼
郡
一合
戦
之
時
.
被
=
切
庇
一
忠
節
紳
妙
、

踊
可
ν
帥
=
軍
功一
者
也
。
恐
A

謹
言
。

八
月
十
四
日

義

tE 
牛IJ

」ヨ南
口 E

A 、

鳥
井
鼠
二
左
衛
門
尉
殿

(
前
掲

二
週
は
も
と
同

一
文
書
に
し
て
、
互
に
停
潟

の
誤
あ

五
六
七




